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必要としている患者さんのために
今から 20 年近く前は、クリーンルームを併設する薬局は大

阪でも少ない状況でした。1997年に千里プラス薬局を開局し、
クリーンルームを併設しました。

輸液やルートの取り扱いのある薬局が少ない、それは患者さ
んには関係のないことです。当時は必要とされる方が広域に渡
るため、半径20km以上のお届け先もたくさんありました。他
にできる薬局がないから遠いけれど何とかしてお届けするとい
う姿勢を評価していただき、徐々に「困ったときにはあの薬局
に相談してみよう」と言っていただくことが増えていきました。
これは大変なことですが非常に嬉しいことですので、可能な限
り無理をしてでも断らない体制を今も続けています。

在宅業務を担当する薬剤師の思い
�>�¤�Á�� （東京大学薬学部卒、大阪大学医学部卒）……………

現在、千里プラス薬局で受けて
いる在宅患者さんは1名のみです。
薬剤師が訪問することで患者さん
のアドヒアランス向上が期待され
ます。しかしそれだけでは私は不
十分だと思うのです。病院薬剤師
がそうであるように、薬局薬剤師
も治療方針決定に関与する必要性
があると思います。そのためには
一般的な薬学的知識はもちろんのこと、投与方法に関係する製
剤学の知識も必要とされます。さらに治療に関わるからには、
病態に関する知識も最低限は必要です。処方箋から病態を読み
解く、いわゆる処方解析ではなく、処方する側の考え方を理解
する力も求められることになります。

かつて病院薬剤師が病棟業務を始めたころ、『病棟に薬剤師
が来て何ができるのか』という声が少なからずありました。そ
の後、病院薬剤師の働きが認められ、今では医療チームの重要
な一員です。現在、『患者宅に薬剤師が行って何ができるのか』
という声は聞こえてきません。時代は変わったのです。しかし、
この現状に甘んじていると、薬局薬剤師の訪問薬剤管理指導は
ただの配達業務になってしまいます。訪問薬剤管理指導を行う
からには、医療チームの一員として、専門性をもって治療に関
与する事が必要なのです。

今、薬局薬剤師には覚悟が求められていると思います。在宅
医療を行うということは、これまでの薬局で業務内容の延長で

健全な地域社会づくりに貢献する
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はありません。本気で患者さんの治療に介入する気があるのか、
覚悟があるのか。その覚悟をもって、私は在宅業務を行ってい
ます。

Ë�ì��’ （神戸薬科大学薬学部卒）………………………………

虹薬局が受けている在宅患者さ
んの人数は21名です。

これまでの住み慣れたところで
最期まで生活したい。病室の窓か
らの景色ではなく、いつもの家の
景色、家族の声が聞こえる中で過
ごしたい。そのような患者さんの
希望には、是非とも支援していき
たいと思い、在宅訪問を頑張って
います。

認知機能の低下した高齢者のお宅を訪問すると、びっくりす
るような量の薬の山に遭遇したり、自分の好きな薬だけを飲ん
でおられたり、薬局の中にいるだけではわからない驚きの事実
に直面することがあります。ぐちゃぐちゃになった薬をヘルパ
ーさんや看護師さんが用法用量にそって仕分けするのは困難で
す。そのような時こそ薬剤師としての職能を発揮でき、やりが
いを感じます。

脳性麻痺など重度の障害のある小児の患者さんやクローン病
で高カロリー輸液が必要な患者さんなど、他の薬局では対応が
難しいと言われた患者さんの在宅医療に関われるのも私が虹薬
局で頑張る大きな理由です。

	¦�Š�N�  （徳島大学薬学部卒）……………………………………

虹薬局で混合注射（以下、混注）
業務を担当しています。現在、ク
リーンルームで混注している患者
さんは 4 名で、クローン病の患者
さんとターミナルケアの患者さん
です。クローン病や潰瘍性大腸炎
の方は長期に渡るため、クリーン
ルームを併設して以来ずっと虹薬
局でお作りしています。最近はキ
ット製剤が豊富ですから、混注の依頼は減ってきましたが、医
療用麻薬製剤（以下、麻薬）の混注を含め、なくなることはな
い業務ですから頑張って続けていきたいと思っています。

今年のはじめに、麻薬の混注の依頼がありました。他の製剤
では対応できない少量投与により、呼吸困難などの症状緩和を
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目的としています。隣町
の在宅医からの依頼で、

「対応できる薬局がなか
ったが、噂を聞いて」と
電話を下さいました。実
は麻薬の混注はバルーン
式のものは経験済みでし
たが、機械式は初めての
ことでした。担当医も処
方するのは初めてとのこ
とでしたから、互いに協
力しながら連携をとり 3
名導入しました。短い間
でしたが、患者さんにも

喜んでいただき、また他の薬剤師にも良い勉強となる充実した
経験でした。

インプットだけでなくアウトプットも
在宅医療において、薬局でお受けできるのは実はほんの一部

です。わからないこともたくさんありますが、調べながらの
業務は非常に楽しく勉強になります。積極的に勉強会に参加
して、知識や技術を身に付け、実践に繋げます。HIP（Home　
Infusion Pharmacy）研究会などの勉強会を通して、勉強熱
心で在宅に活躍している全国の薬剤師さんとの交流も広がって
います。

今後も私たちが薬局薬剤師として培った経験を広く発信して
いきたいと思っています。今まではインプットばかりでしたが、
最近は少しずつ症例報告なども小さな勉強会で行っています。
現在、学術大会や、FIP（国際薬剤師・薬学連合国際会議）で
も発表できるよう準備をしているところです。街のコミュニティ
ファーマシーから世界へ！大きく羽ばたいていきたいと思います。

教育現場から
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最近、新聞紙上で調剤薬局における「薬歴未記載」、「無資
格調剤」などに対するパッシングや、厚生労働省、医療関係
者および患者団体から医薬分業の費用対効果に対する厳し
い声を耳にする。その一方で、「かかりつけ薬局の導入」、「ジェ
ネリック医薬品を2020年度末までに8割普及」など薬局・薬
剤師への追い風もある。
では、これからの薬局・薬剤師は何を目指すべきなのか？

月並みではあるが、生活者の健康管理・環境整備、医療用医
薬品の適正使用、OTC医薬品や健康食品・サプリメントなど
の適正な利用に関する情報提供を含めたセルフメディケーショ
ン支援、受診勧奨、医療機関との連携、在宅・介護支援など
のさらなる充実につきる。特に、今後の在宅医療・介護にお
ける薬局、薬剤師の活躍が期待される。休日・夜間の対応、

無菌製剤調剤の実施、医療
用麻薬の供給などは地域で
組織的に整備せねばなるま
い。残念ながら、現状の薬局
における医療サービスにおい
て、地域、店舗、個々の薬剤
師による格差があるので早急の改善が望まれる。
先般、ドイツで薬局を開設しているアッセンハイマー慶子

氏の講演を拝聴する機会に恵まれた。「ある時間はすべて患
者さんのために」との言葉が印象深く心に残っている。インフ
ラ整備だけでなく、この思いなくしては社会が必要とする薬
剤師にはなり得ない。当然のことであるが、免許を持ってい
るだけの薬剤師は自然淘汰される時代が迫っている。

これからの薬局・薬剤師に期待される役割について
神戸学院大学	薬学部	臨床薬学研究室		徳山尚吾

3月に開催した春のダイエット企画では管理栄養士が講義を行い、
前職がパティシエのスタッフが寒天デザートを提案した。

自社のサロンで各種イベントを開催
調剤と投薬がメインの薬局から脱するための施策のひとつとし

て、社内研修用会議室をキッチン付きのサロン「ピア＋（プラス）」
に改装しました。社内には、ダイエットサポート、イベント、OTC
向上、子育てパパママ応援、オーガニック化粧品、ハーブティー・
アロマ、店舗メイキングなどの委員会があり、このサロンを会場
にさまざまなイベントを開催しています。
2015年に入ってから、ハンドマッサージ講習会、『もっちり麦』

試食会、春のダイエット企画、料理教室、子ども薬剤師体験、ベ
ビーマッサージ講習会、寒天デザート試食会、アロマ講習会（梅
雨対策・虫除け）、子どもクッキング教室などを合計12回開催し
ました。今後も年内に下記のイベントを予定していますので薬学
生の皆さんもスタッフとして参加してみませんか？

8／27（木） 薬膳料理イベント
9／24（木） 体操イベント

10／22（木） 風邪予防イベント
12／ 5（土） ちびっ子クリスマス会

※お問い合わせ等はホームページのお問い合わせフォームよりお願いします。


